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先日は、授業参観・保護者会にご来校いただき

ましてありがとうございました。いよいよ 1学期が

終わり、夏休みを迎えます。 

2年生ワーキングウィーク復活 

先週 11～13日に、キャリア教育の一環として、

社会体験事業のワーキングウィーク（WW）を市内

3中学校の先陣を切って行いました。これは、働く

ことについての学習を進めた上で、学校を離れて

割り振られた事業所で実際に働く体験をさせても

らう学習です。コロナ禍ではWWは実施できず、

代替事業を行ってきていますので、実に４年ぶりの

実施でした。このことと、感染対策を継続している

事業所があったため、２学年の職員は事業所への

依頼に多くの労力を要しました。それでも、この事

業の価値を思い、事業所の理解を得られるよう尽

力して実施できたことは、大変嬉しいことです。職

場に飛び込んでいくこの体験は、子供たちにとって

多くの学びとなったはずです。 

夏休みの過ごし方 

今月6日に「非行防止教室」を実施しました。近

年は薬物（特に大麻）の危険性や、ＳＮＳトラブルに

焦点が当てられています。今回は蕨警察署生活安

全課少年係の西山様にお越しいただき、映像もた

くさん使いながらご指導いただきました。 

スマホ等の端末を持たせている家庭も多いと思

いますので、これに振り回されたり、依存したりす

ることないよう、この夏休みに入る機会に各家庭に

おける使用ルールの確認をぜひお願いします。 

また、様々な非行の始まりは生活習慣の乱れに

あるとこもお話しいただきました。このことは、私の

教職経験からも実感しています。「夜に寝て朝起き

る」という当たり前の生活は、正に心と体を健やか

に成長させます。ご家庭でもご指導ください。 

今年度の夏休みは３9日あります。充実した夏休

みを過ごすため、お子様と一緒に学年に応じた計

画を考えていただき、見守り・見届けをお願いいた

します。また、配付しました「夏休みの過ごし方につ

いて」も再度ご確認いただき、健康にも留意しつつ

安全・安心に過ごせるようお声がけください。 

 

最後に、１８歳以下の自殺は夏休み明けにもっと

も多いことが、内閣府の自殺白書より明らかになっ

ています。子供でも様々な情報がネットで簡単に

手に入り、つながれる時代です。そして、悩み事を

一人で抱えてしまう子供がいることも事実です。 

この 1学期は、新しい環境の中、気遣いも多か

ったとではないかと思います。何か心配なことがあ

ればぜひ学校にご相談いただきたいと思います。

相談しにくい場合には、下のような相談窓口をぜひ

ご活用ください。2学期に元気に登校する子供たち

と会うのを楽しみにしています。 



 
 

１  三者面談における自転車の使用について（コドモンでの連絡内容と同じです。） 

学校での自転車利用時のヘルメット着用については、保護者の皆様のご協力により着

用が進み、安全利用ができてきました。このことから、三者面談における子供たちの自

転車利用を希望される場合には、次のルールを守ることで許可することとします。この

際には、保護者の監督の下で安全に利用できるようご指導ください。 

① 保護者と一緒に自宅から学校へ来て三者面談を行い、復路も一緒に帰宅すること。 

② 生徒はヘルメットを着用すること。（保護者がヘルメット利用のお手本を見せてく

ださるとありがたいです。） 

③ 自転車は校内の所定の位置（グランドに面した防球ネット際）に停めること。 

   7 月 7 日には、県内に「交通死亡事故多発警報」が発令されるました。交通事故につ

いての心配は絶えませんが、少しでも安全に過ごせるよう、日頃からの自転車利用時の

ヘルメット着用につきまして、引き続き各ご家庭でもご指導ください。 

 

２  学習端末（パソコン）の持ち帰りについて 

今年度よりデジタルドリルが導入されたこともあり、この夏休みについては、学習端

末を持ち帰り、自主的な家庭学習に活用して欲しいと考えております。 

本日配付しました「学習者用パソコンの持ち帰りについて」等の文書をお読みいただき、

「持ち帰り確認書」または「学校保管依頼書」の提出につきましてご協力をお願いいたし

ます。 

また、端末が雨に濡れて故障するケースが市内でも多く報告されています。そこで、学

校でも指導いたしますが、２点お願いいたします。 

① 雨などに濡れないよう、ビニル袋などを持たせていただき、濡らさないようご家庭

でもご指導ください。 

② もしも雨などで濡れてしまった場合、特に内部まで水が入ったと思われる場合には、

異常な発熱による発火等の危険があるため、電源を入れないようご指導ください。内

部が完全に乾いた後に、電源を入れ、目を離さずに様子を見てください。（分解やド

ライヤーでの乾燥はしないでください。）故障した場合には、学校へご連絡ください。 

 

３  生成 AI の活用について 

   ニュースで話題になっていましたが、学校への通知が今月１４日に来たところです。こ

のため、子供たちへの指導が十分とは言えない状況で夏休みを迎えています。 

   そこで、ご家庭では、以下の点についてご留意、ご指導ください。 

① 生成 AI においては、年齢制限・保護者同意等の利用規約を遵守すること。 

② 個人情報やプライバシーに関する情報を入力しないこと。 

③ 生成 AI により作成したものをそのまま自身の作品として使用しないこと。 

④ AI による回答が、全て正しいわけではないことを理解して活用すること。 


